
人　　　　口

◆横浜市と磯子区の人口の推移

※昭和２～９年は公簿調査による戸籍人口、昭和10年以降は国勢調査及び推計人口調査によります。
　ただし、昭和５年は国勢調査、昭和16、23年は常住人口調査、昭和19～21年は人口調査によります。

※各年10月１日現在。ただし、昭和２～４年、６～９年は12月31日現在、昭和18年は12月１日現在、昭和
　19年は２月22日現在、昭和20年は11月１日現在、昭和21年は４月26日現在、昭和23年は８月１日現在。
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◆年齢三区分別人口（横浜市・磯子区）

◆人口ピラミッド（磯子区）
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〔住民基本台帳に記
載された人口と外
国人登録人口の合
計です。このため
国勢調査結果を基
礎に集計された「横
浜市人口ニュース」
の数値とは一致し
ません。〕

〔住民基本台帳に記載された人口と外国
人登録人口の合計です。このため国勢調
査結果を基礎に集計された「横浜市人口
ニュース」の数値とは一致しません。〕

年少人口
（０～14歳）

生産年齢人口
（15～64歳）

老年人口
（65歳以上）

磯子区の平成13年９月末の
65歳以上の人口の割合は
16.4%。ここ10年で6.6％
増加しているよ。

平成23年９月30日現在

第一次
（昭和22年～24年
生まれ）、第二次（昭
和46年～49年生ま
れ）ベビーブームの
世代の方が
多いね

◆人口異動の推移（磯子区）
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磯子区では平成22年は
一日あたり、約3.7人生まれて
約3.8人の方が亡くなっている

ことになるよ。
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◆昼夜間人口比率の推移（横浜市・磯子区）
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昼夜間人口比率とは、常住人
口（夜間人口）に対する昼間人口
の割合です。100を超えると通
勤・通学等の流入が多く、その
地域に昼間、人が集まっているこ
とを示します。一方、100を下
回ると通勤・通学等でその地域
の外に出ていることを示します。

〔平成17年国勢調査〕

〔各年国勢調査〕

磯子区の
昼夜間人口比率は80.1％で

横浜市内では
18区中、10番目だよ。
（平成17年10月1日現在）
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★
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磯 子 区

根 岸 湾

栄　区
金 沢 区

◆磯子区民の通勤・通学先
　　　　　　　　　　（15歳以上）

◆磯子区へ通勤・通学する人の住所
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8,353人
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県外
17,274人
（19.5％）

県内の市町村
8,353人
（9.4％）

〔平成17年国勢調査〕 〔平成17年国勢調査〕

約４人に１人は
磯子区内に通勤・通学
しているんだね。

磯子区に
通勤・通学してくる
人の半数は磯子区外

からだよ。

◆人口の重心
人口重心とは、人口の１人１人が同じ

重さを持つと仮定して、その地域内の人
口が、全体として平衡を保つことのでき
る点をいいます。人口重心は人口の分布
の偏りを集約した形で知るために用いら
れます。平成17年国勢調査の結果による
と磯子区の人口重心は森二丁目近辺です。
なお、横浜市の人口重心は保土ケ谷区仏
向町の辺りになります。
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外国人の住民登録の制度が変わります
〔平成24年（2012年）７月９日から〕

コラム1

　法律の改正に伴い、平成24年（2012年）７月９日に、外国人住民の方の登録手続き
が変わります。 
◆外国人住民の方も住民基本台帳制度の対象となります。 
・観光などの短期滞在者等を除いて、適法に３ヶ月を超えて在留し、住所を有する
方に住民票が作成されます。 
・日本人と外国人とで構成される世帯の全員が記載された住民票の写しが発行でき
るようになります。   

◆住民基本台帳制度への円滑な移行のために登録事項の確認または訂正が必要な場合
があります 
・平成24年（2012年）５月に、外国人住民の方へ、住民票に記載される内容をご確
認または訂正いただくためのお知らせを送付します。 

　詳しくは下記のページをご覧ください。  
●横浜市のホームページ
　・外国人の方の登録手続きが変わります。
　　http://www.city.yokohama.lg.jp/shimin/madoguchi/koseki/gaitou.html
●総務省ホームページ 
　・外国人住民に係る住民基本台帳制度について
　　http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu.html
●法務省ホームページ 
　・新たな在留管理制度がスタート！
　　http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_1/index.html

◆外国人登録人口（横浜市・磯子区）

磯子区
（3,366人）

横浜市
（77,487人）

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

中国
1,516人
（45.0％）

韓国・朝鮮
660人

（19.6％）

フィリピン
289人
8.6％

ブラジル
300人
8.9％

米国
90人（2.7％）

その他
511人

（15.2％）

中国
33,634人
（43.4％）

韓国・朝鮮
15,088人
（19.5％）

フィリピン
6,760人
8.7％

ブラジル
2,949人（3.8％）

米国
2,431人（3.1％）

その他
16,625人
（21.5％）

米国
90人（2.7％）

ブラジル
2,949人（3.8％）

米国
2,431人（3.1％）

平成23年９月30日現在

〔外国人登録人口〕

人口いろいろ
～推計人口と登録人口の違いについて～

コラム2

磯子区の人口を表すものとして、磯子統計白書においては、２種類の人口を利用し
ています。

一つは推計人口と呼ばれるもので、直前に実施した国勢調査結果を基礎として、出
生、死亡、転入及び転出等の増減数を加えて推計しています。この数字には外国人も
含まれます。表やグラフ等の資料に１日現在と標記されているものが推計人口です。

もう一つは、登録人口と呼ばれるもので、住民基本台帳、外国人登録原票に記載さ
れた人数を集計したものです。表やグラフ等の資料に末日現在と標記されているもの
が登録人口です。

〔新杉田行政サービスコーナーのご案内〕
　区役所の業務時間外でも住民票の写しや印鑑登録証明書、戸籍全部事項証明書（謄本）な
どの証明書の発行を行っています。証明書の種類や受付日時によってはその場でお渡しで
きないこともありますので、事前にご確認ください。
TEL：７７３－２７０１

店　舗

店舗 店舗 店舗 店舗

店
舗
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外国人の住民登録の制度が変わります
〔平成24年（2012年）７月９日から〕

コラム1

　法律の改正に伴い、平成24年（2012年）７月９日に、外国人住民の方の登録手続き
が変わります。 
◆外国人住民の方も住民基本台帳制度の対象となります。 
・観光などの短期滞在者等を除いて、適法に３ヶ月を超えて在留し、住所を有する
方に住民票が作成されます。 

・日本人と外国人とで構成される世帯の全員が記載された住民票の写しが発行でき
るようになります。   

◆住民基本台帳制度への円滑な移行のために登録事項の確認または訂正が必要な場合
があります 
・平成24年（2012年）５月に、外国人住民の方へ、住民票に記載される内容をご確
認または訂正いただくためのお知らせを送付します。 

　詳しくは下記のページをご覧ください。  
●横浜市のホームページ
　・外国人の方の登録手続きが変わります。
　　http://www.city.yokohama.lg.jp/shimin/madoguchi/koseki/gaitou.html
●総務省ホームページ 
　・外国人住民に係る住民基本台帳制度について
　　http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu.html
●法務省ホームページ 
　・新たな在留管理制度がスタート！
　　http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_1/index.html

◆外国人登録人口（横浜市・磯子区）

磯子区
（3,366人）

横浜市
（77,487人）

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

中国
1,516人
（45.0％）

韓国・朝鮮
660人

（19.6％）

フィリピン
289人
8.6％

ブラジル
300人
8.9％

米国
90人（2.7％）

その他
511人

（15.2％）

中国
33,634人
（43.4％）

韓国・朝鮮
15,088人
（19.5％）

フィリピン
6,760人
8.7％

ブラジル
2,949人（3.8％）

米国
2,431人（3.1％）

その他
16,625人
（21.5％）

米国
90人（2.7％）

ブラジル
2,949人（3.8％）

米国
2,431人（3.1％）

平成23年９月30日現在

〔外国人登録人口〕

人口いろいろ
～推計人口と登録人口の違いについて～

コラム2

磯子区の人口を表すものとして、磯子統計白書においては、２種類の人口を利用し
ています。

一つは推計人口と呼ばれるもので、直前に実施した国勢調査結果を基礎として、出
生、死亡、転入及び転出等の増減数を加えて推計しています。この数字には外国人も
含まれます。表やグラフ等の資料に１日現在と標記されているものが推計人口です。

もう一つは、登録人口と呼ばれるもので、住民基本台帳、外国人登録原票に記載さ
れた人数を集計したものです。表やグラフ等の資料に末日現在と標記されているもの
が登録人口です。

〔新杉田行政サービスコーナーのご案内〕
　区役所の業務時間外でも住民票の写しや印鑑登録証明書、戸籍全部事項証明書（謄本）な
どの証明書の発行を行っています。証明書の種類や受付日時によってはその場でお渡しで
きないこともありますので、事前にご確認ください。
TEL：７７３－２７０１

店　舗

店舗 店舗 店舗 店舗

店
舗
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